
財政援助団体等監査結果報告書  

（ Maris&KMBP共同事業体）  

 

１  監査の種類  

財政援助団体等監査（地方自治法第 199条第７項の規定に基づく監査） 

 

２   監査実施の期間  

令和４年８月 24日から同年 12月 16日まで  

 

３   監査の対象及び範囲  

(1) Maris&KMBP共同事業体（公益財団法人マリンスポーツ財団＆有限会

社協立マリン）が行った公の施設である横須賀市立深浦ボートパーク

及び横須賀市立浦賀ボートパーク（以下「ボートパーク」という。ボ

ートパークの概要等については別紙に記載）の管理に係る令和３年度

における出納その他の事務（必要に応じて令和４年度分を含む。）  

(2) ボートパークを所管する部局（建設部港湾担当部）の指導監督に係

る事務  

 

４  監査の主な着眼点  

(1) 出納その他の事務が当該団体との協定等に沿い、関係法令等にのっ

とり適正に行われているか。  

(2) 出納その他の事務に係る計数に誤りはないか。  

(3) ３Ｅ（経済性、効率性、有効性）が図られているか。  

(4) 出納その他の事務に係る内部統制が図られ、事務処理が適切に行わ

れているか。  

(5) 前回の監査における指摘事項が改善されているか。  

 

５   監査の実施方法  

監査は、横須賀市監査基準に準拠し、あらかじめ必要があると認めら

れる監査資料の提出を求め、関係職員から説明を聴取し、抽出による関

係帳簿及び関係書類の調査並びに現地調査を行った。  

 

６   監査の結果  

(1) 公の施設に係る収支状況について  

ボートパークの管理に関する業務の収支実績（令和３年度）は次の



とおりである。  

収入合計は 6,827万円（注）であり、その主なものは利用料金収入

6,827万円となっている。支出合計は 3,422万円であり、その主なもの

は人件費 1,731万円及び経費 703万円となっている。  

なお、収支差額 3,405万円のうち 3,314万円を基本協定書に基づき、

市に納付している。  

(注 )文中で用いる金額は万円単位で表示し、単位未満は切り捨てている。  

 

(2) 指摘事項  

次に述べる事項について、適正な措置を講じられたい。  

 公の施設の管理に係る出納その他の事務（市及び指定管理者）  

ア  基本協定書によると、指定管理者は会計期間終了後、施設の管理

に係る事業報告書及びその他報告に必要な書類を添えて市に報告し

なければならないとされている。令和３年度の事業報告書に添付さ

れた深浦ボートパーク係留配置図について、係船浮標の 区画数が誤

って記載されていたので、今後は適正な事務処理に改められたい。  

 

イ  基本協定書に基づいた個人情報の保護に関する達及び情報の公開

に関する達によると、管理者は、毎年４月 30日までに、これらの達

の前年度の運用の状況について、市長に報告するものと 規定されて

いるが、報告していなかったので、今後は適正な事務処理に改めら

れたい。  

 

 

 



（別紙）  

 

１  ボートパーク及びその管理に係る概要  

名称（所在地）  横須賀市立深浦ボートパーク（横須賀市浦郷町一丁

目 60番地８ほか及び船越町一丁目 284番１地先）  

横須賀市立浦賀ボートパーク（横須賀市東浦賀二丁

目４番 20号ほか）  

設置目的  横須賀港の船舶の安全な航行及びプレジャーボート

の適正な係留を確保するため。  

指定期間  令和２年４月１日から令和７年３月 31 日まで  

協 定 に 基 づ く 管 理 業

務範囲  

１  係留施設及び駐車場の使用許可に関すること  

２  係留施設及び駐車場の使用又は行為に係る料金

の収入、免除及び還付に関すること  

３  ボートパークの施設及び設備の維持管理に関す

ること  

４  その他市と指定管理者が協議して別途定めた事

項に関すること  

主な運営財源  利用料金  

 

２  Maris&KMBP共同事業体の概要  

名  称  Maris&KMBP共同事業体  

設立年月日  令和元年７月 23日  

構成団体  代表団体  

 名  称：公益財団法人マリンスポーツ財団  

 所在地：東京都中央区築地四丁目３番 11号  

AQUAビル６階  

 代表者：代表理事  笹川  善弘  

構成団体  

 名  称：有限会社協立マリン  

 所在地：横須賀市佐原三丁目 21番 28号  

 代表者：代表取締役  竹山  博  

 

３  ボートパークの主な利用状況（令和３年度）  

区 分 利用実績  使用料  

使用隻数  

（令和４年３月 31 日時点）  

浮桟橋  173 隻    

60,212,732 円  係船浮標  10 隻  

駐車場利用台数  20,932 台  8,064,760 円  

使用料収入  68,277,492 円  

 

 

 

 

 

 

 



４  ボートパークの管理に関する業務の収支計算書（令和３年度）  

 (単 位 ： 円 ）  

区 分 金 額 

１  収入  68,278,143 

利用料金収入  68,277,492 

その他経費  651 

２  支出  34,222,451 

人件費  17,315,431 

事業費  4,018,997 

委託費  5,850,163 

経費  7,037,860 

収支差額  34,055,692 

市納付金  33,147,571 

 


